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すべてを超えて……寄せ鍋コンサート開催される

ホールを覆った200人の「ビリーブホールを覆った200人の「ビリーブ」」

公民館歌唱教室参加者が再集公民館歌唱教室参加者が再集合合

天使の奏でる音色：ハープメイ天使の奏でる音色：ハープメイツツ 職場の仲間が集い：職場の仲間が集い：YY KK B＋WB＋W
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　平成28年4月から、他の都道府県でも、新パスポートカードを提示することで、全国
の加盟店にてサービスを受けられるようになります。（提供されるサービスは協賛店が自由に設定します。）

配 布 方配 布 方 法法
4月上旬に18歳未満の子どもがいる世帯に送付します。※現在のパスポートは各世帯にて破棄をお願いします。

有 効 期有 効 期 限限

サービスの確認方サービスの確認方法法
県内…「ながの子育て家庭優待パスポート　協賛店舗検索サイト」にて検索できます。
県外…内閣府の全国展開に関するホームページに、各都道府県の検索サイトが表示されます。

ななががのの子子育育てて家家庭庭優優待待パパススポポーートトごご利利用用のの皆皆様様へへ
平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222228888888888年年年年年年年年年年4444444444月月月月月月月月月月1111111111日日日日日日日日日日かかかかかかかかかからららららららららら平成28年4月1日から、、、、、、、、、、、「「「「「「「「「「「ななななななななななががががががががががのののののののののの子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭優優優優優優優優優優待待待待待待待待待待パパパパパパパパパパススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーートトトトトトトトトトながの子育て家庭優待パスポート」」」」」」」」」」」ががががががががががが

県県県県県県県県県県外外外外外外外外外外ででででででででででもももももももももも利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用ででででででででででききききききききききるるるるるるるるるるよよよよよよよよよよううううううううううににににににににににななななななななななりりりりりりりりりりまままままままままますすすすすすすすすす!!!!!!!!!!県外でも利用できるようになります!!!!!!!!!!!!

「全国共通」ロゴマーク入りの新パスポートを配布します。
新パスポートカードへの切り替新パスポートカードへの切り替ええ

佐久穂町教育委員会　こども課　子育て支援係　☎86-4940(直通)

〈現在のパスポート〉 〈新パスポート〉

⇨

平成32年3月31日

【詳しくは下記連絡先へお問い合わせください】
ながの子ども・子育て応援県民会議事務局　〒380-8570　長野市大字南長野字幅692-2
電話：026-235-7207　FAX：026-235-7087　E-mail：shoushika@pref.nagano.lg.jp

　子どもや子育て家庭に温かい社会づくりのため、子育て世帯にサービスを提供してい
ただく「ながの子育て家庭優待パスポート事業」協賛店を募集しています。

サービスのサービスの例例
商品の8%割引・ポイントカードのポイント2倍・子どもに対するソフトドリンク　など

協賛店舗のメリッ協賛店舗のメリットト
協賛していただいた企業店舗については、店舗名、所在地、特典内容を市町村のパンフレット
やながの県民会議のホームページ等でPRさせていただきます。

町町内内事事業業者者のの皆皆様様へへ
「「「「「「「「「「ななななななななななががががががががががのののののののののの子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭優優優優優優優優優優待待待待待待待待待待パパパパパパパパパパススススススススススポポポポポポポポポポーーーーーーーーーートトトトトトトトトト事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業」」」」」」」」」」でででででででででで子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭をををををををををを応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援しししししししししし「ながの子育て家庭優待パスポート事業」で子育て家庭を応援しててててててててててて

いいいいいいいいいいたたたたたたたたたただだだだだだだだだだけけけけけけけけけけるるるるるるるるるる協協協協協協協協協協賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛店店店店店店店店店店舗舗舗舗舗舗舗舗舗舗をををををををををを募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすすいただける協賛店舗を募集しています。。。。。。。。。。。

協賛のお申込みについ協賛のお申込みについてて
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国民健康保険被保険者の皆様へ

進進学学・・異異動動ののシシーーズズンンでですす
大学や専門学校等に進学するため転出される方は届け出を

４月から東京の大学へ行くんですけど、この保険証はこのまま使えますか？

【お問い合わせ先】佐久穂町役場  佐久庁舎  住民税務課（住民係）電話86-2525

　そうですね、この保険証のままというわけにはいきませんが、学校に
通うため家族と離れて他の市町村へ転出する場合は、親元の市町村の国
保の保険証を使う制度があります。それには手続きがありますが・・・・・。

手続きって？

　　　　　　　　先ず、転出の届出をしていただきます。その後、
①在学証明書又は学生証（入学前の場合は合格通知書）、②今まで
の保険証、③印鑑、④マイナンバー（個人番号）のわかるもの（個
人番号通知カード等）、⑤本人確認ができる運転免許証等を持参し、
「学生保険者証交付申請」を行ってください。

　はい、保険証は修学年限までとなっていますので、お姉さんの場合３月３１日で
有効期限が切れ、使えなくなります。４月以降も引き続き学生となる場合、申請
していただければ４月以降の保険証を交付します。
　現在学生用保険証をお持ちの方で、４月以降も引き続き在学される場合や今年
度修学年限を迎える方には3月下旬に案内通知をお送りします。必ずご覧いただ
き、必要な手続きをとっていただくようお伝えください。

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

わかりました。ところで、姉が４月から大学院に進むんですけど、今持って
いる国保の保険証でいいか聞いてきてくれって言われて・・・・・。

噛平成28年1月から各種申請や届出の際はマイナンバーの記載が必要となっています。
　手続きに必要なもののほかに個人番号カードまたは通知カードをお持ちください。
噛交通事故など第三者（自分以外の人）による行為で負傷したり病気になったりして国保
　の保険証を使って治療を受けた場合は、速やかに役場国保担当へご連絡ください。
噛健康検診やドックの結果から自分の生活習慣が見えてきます。ちょっとした努力から
　改善されることも多いはず。今日から少し意識してみませんか？ 意外に次回の健診結
　果に結びつくかもしれません。

おおおおおおおおおお願願願願願願願願願願お願いいいいいいいいいいい
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佐久穂中学生「税

（旧八千穂村）平成28年4月15日（金）
時　　　間場　　　　　　　所
8：30〜08：40下畑公民館
8：45〜08：50大門高根区民館前
8：55〜09：05大久保公民館
9：10〜09：15上野公民館
9：20〜09：25佐口公民館
9：35〜09：40八郡公民館
9：50〜10：00大石区民館
10：05〜10：10馬越公民館
10：20〜10：25高岩消防庫前
10：30〜10：35穴原消防庫前
10：40〜10：45崎田公民館
10：50〜10：55天神町区民館
11：00〜11：05商工会八千穂支所
11：10〜11：20八千穂福祉センター前

（旧佐久町）平成28年4月15日（金）
時　　　間場　　　　　　　所
8：40〜08：50大日向３区農協支所前
9：00〜09：10余地自成寺入口
9：15〜09：25川久保集落センター
9：40〜09：55陽だまりの家（佐久穂町障がい者福祉施設）
10：05〜10：15下海瀬公民館
10：25〜10：40羽黒下駅前
10：50〜11：05柳翠区民センター（旧高野町多目的研修センター）
11：15〜11：25上区生活センター

（旧八千穂村）平成28年4月8日（金）
時　　　間場　　　　　　　所
8：10〜08：20下畑公民館
8：25〜08：35城山公民館
8：40〜08：50佐口公民館
9：00〜09：10うその口公民館
9：25〜09：35松井公民館
9：45〜09：55八郡公民館
10：05〜10：15柳沢公民館
10：20〜10：30馬越公民館
10：35〜10：45千ケ日向公民館
10：50〜11：00商工会八千穂支所
11：05〜11：15天神町区民館

（旧八千穂村）平成28年4月8日（金）
時　　　間場　　　　　　　所
7：35〜08：00八千穂福祉センター前
8：05〜08：10大門高根区民館前
8：15〜08：30山口肉店様横
8：45〜08：50筆岩公民館
9：00〜09：05高岩消防庫前
9：10〜09：15ひだまり団地駐車場
9：20〜09：30穴原消防庫前
9：35〜09：45崎田公民館
9：55〜10：05大石区民館
10：25〜10：30スキー場管理棟前

（旧佐久町）平成28年4月6日（水）
時　　　間場　　　　　　　所
7：30〜07：55役場佐久庁舎前
8：15〜08：20大日向1区生活センター
8：25〜08：30大日向2区矢沢橋
8：35〜08：40大日向3区農協支所前
8：45〜08：55大日向5区生活センター
9：00〜09：10館公民館
9：15〜09：35川久保集落センター
9：45〜09：55余地中谷生活センター
10：00〜10：10余地自成寺入口
10：15〜10：25かさなり団地入口
10：30〜10：40畑ヶ中集落センター
10：50〜11：00陽だまりの家（佐久穂町障がい者福祉施設）

（旧佐久町）平成28年4月6日（水）
時　　　間場　　　　　　　所
8：10〜08：20上本郷3大岳センター
8：25〜08：35上本郷4島田牛吉様宅横
8：40〜08：50旧影バス停前
8：55〜09：05上区生活センター
9：10〜09：20㈱林組様前
9：25〜09：45柳翠区民センター（旧高野町多目的研修センター）
9：50〜10：00宿岩生活センター
10：05〜10：25羽黒下駅前
10：35〜10：45花岡公民館
10：50〜11：00下海瀬公民館

煙煙煙煙煙煙煙煙 平成28年度狂犬病予防注射日程表 煙煙煙煙煙煙煙煙

猿犬の糞は、飼い主が必ず持ち帰ってください。
猿リードを短く持って、犬が飼い主から離れないようにしてください。
猿ご自分の犬と、他の犬とを近づけないようにしてください。
猿注射の際、飼い主に犬を押さえていただく必要があります。犬を押さえられないと、注射ができないことがあります。
猿犬の体調が悪いと、注射ができないことがあります。

猿飼い主は年1回、必ず狂犬病予防注射をさせなくて
　はなりません。
猿新しく犬を飼い始めて、登録が済んでいない飼い
　主の方は、住民税務課生活環境係にお問い合わせ
　ください。
猿登録した犬を譲渡した場合、犬が死亡した場合は
　住民税務課生活環境係にご連絡ください。
猿上記日程以外でも、動物病院で個別に注射を受け
　ることができます。

旧佐久町4月06日（水）
旧八千穂村4月08日（金）
町内全域4月15日（金）

登録済の犬1頭につき 　 3,500円
料 金

新規登録の犬1頭につき  6,500円
登録済の飼い主には、場所と時間を記載
したハガキが届きますので、ご確認くだ
さい。

場所と時間

狂犬病予防注射会場でご注意いただくこと 問い合わせ先　佐久穂町役場　住民税務課
　　　　　　　生活環境係　電話86-2552
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佐久納税貯蓄組合連合会が中学生の「税についての作文」募集事業をおこないました。本年度は佐久地域
の中学校13校から414編の作品が応募されました。応募作品について厳正な審査がおこなわれ、佐久穂
中学校からは３名の生徒の皆様が入選されました。入選された作品を３回のシリーズで紹介いたします。
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困
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住民の皆さんによるまち活性化のための取組を応援します

平成28年度新規事業　「コミュニティ提案型まち活性化事業補助金」制度

　町では、住民と町が力を合わせたコミュニティの継承と再構築による自律的で持続力のある
まちづくりを目指し、コミュニティ団体が主体的に実施する「まち活性化事業」に対し、補助金
を交付します。
　コミュニティ団体が新規に取り組む事業、又は既存の事業に付加価値を付け発展的に実施す
る事業が対象です。（当該補助金を受けなくても実施できていた実績のある恒例事業は対象にな
りませんのでご注意ください。）

　下記いずれかに該当するソフト事業が対象です。

（1）公共的な課題の解決若しくは地域の再生・活性化のため実施する事業
（2）既存の「コミュニティ」「住民の絆」「地域資源」「歴史文化」等を掘り起し、普及、継承、
　　発信する事業
（3）コミュニティを牽引する人材、未来のコミュニティを担う人材を育成する事業
（4）新たなコミュニティの創出に寄与する事業

補助の対象となる事業 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

　住民5人以上が構成員となっているコミュニティ団体が対象です。次の区分により申請して
下さい。

（1）地域コミュニティ
　　地縁による結びつきがあると認められる範囲内に居住する町民が5人以上構成員となり、公
　　益的な活動を行う団体。
　　　※ただし、佐久穂町区長会を構成する区は当該補助金の対象外です。
（2）課題・テーマ共有型コミュニティ
　　町内の地域を限定しない、共通の課題や目的を持った町民が５人以上構成員となり公益的
　　な活動を行う団体。

補助の対象となる団体 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

　団体の状況に合わせ、次の2種類とします。
各部門の補助率、補助上限、補助回数については次の表のとおりです。

① チャレンジ部門
　　「何か始めてみよう」という団体の皆さんにまちづくりへの参加のきっかけを得てもらうこ
　とを目的とし、新規に団体を設立し事業を実施する場合が該当し、具体的には申し込み時点か
　ら起算して設立１年以内の団体を対象とします。

補助の種類 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

焔焔焔焔焔次ページに続きます焔焔焔焔焔
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② ステップアップ部門
　ステップアップ部門は、すでにできあがっている団体の皆さんに、さらに力をつけてもらうこ
　とを目的とします。既存事業の発展や新たな事業の確立等段階的にステップアップするため
　の取組を支援します。

　事業を企画し、提案しようとする方は、補助の対象になる事業かどうか、まずは事前相談をお
願いします。

事前相談・提案 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

補助回数補助上限補 助 率

1回限り20万円10/10チ ャ レ ン ジ 部 門

3回まで20万円1/2ステップアップ部門

●相談窓口：佐久穂町役場佐久庁舎　佐久穂町大字高野町569番地
　　　　　　総合政策課政策推進係　電話0267-86-2553

●受付期間：【事前相談】平成28年3月22日（火）～平成28年4月8日（金）
　　　　　　【事業提案】平成28年4月18日（月）～平成28年5月6日（金）

※補助対象となる事業及び団体には条件があります。詳しくは「募集の手引き」をご覧ください。
　役場窓口、町のホームページからダウンロードできます。

解回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回塊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
壊 壊
廻回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回快

　夏はくさい（7月～9月）は、長野県産のシェアが極めて高い野菜ですが、主な需要である
漬物消費量の減少により、7月期（7/1～8/10）を中心に価格が低落する恐れがあります。
　これまで3年間、生産者の皆様には、需要に見合った生産量となるよう「適正生産」に取り
組んでいただき、結果、安定した価格で販売され、一定の所得が確保されました。
　しかし、依然として漬物需要には大きな変化が見られず、所得を確保するためには、「適正
生産」に継続して取り組むことが必要です。
　生産者の皆様一人ひとりの適正生産の取り組みが、安定した価格形成につながります。
　本年産においても、7月（7/1～8/10）出荷が、需要に見合った適正量となるよう、引き続
きお取り組みをお願いします。
　なお、実際の作付計画や代替品目等についてのご相談は、最寄りの農業協同組合または農業
改良普及センターまでお願いします。

「夏はくさい適正生産の継続で所得確保を「夏はくさい適正生産の継続で所得確保を」」
（長野県からのお知らせ）

長野県 農政部 園芸畜産課
電 話 026-235-7228
E-mail enchiku@pref.nagano.lg.jp
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4月6日（水）～4月15日（金）
テーテーママ：：子どもと高齢者の交通事故防止

★ 「思いやり」を持って、子どもと高齢者を交通事
　 故から守りましょう。
★ 次世代を担う子どもたちに、大人が正しい交通
　 ルールの手本を示しましょう。
★ 小さなお子さんから目と手と心を離さず、周囲
　 の大人がしっかり見守りましょう。

通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
★ 交通事故死者の約９割は道路を横断中でした。
　車は、横断歩道者や交差点ではスピードを落とし、歩行者は安全確認をしっかり行いましょう。

全座席のシートベルト と チャイルドシート の正しい着用
★ シートベルト非着用者の致死率は、着用者の約12倍になっています。
　長野県内でも今年に入り、大きな事故が発生しています。シートベルト・チャイルドシー
　トは「命綱」です。全ての座席で正しく着用しましょう。

飲酒運転の根絶
★ 飲酒運転は、悪質で危険な犯罪です。
　職場・地域・家族みんなが協力して、飲酒運転を「しない」・「させない」を徹底しましょう。

自転車の安全利用の推進
★ 自転車も車両です。自転車安全利用五則を守りましょう。
　 1. 自転車は、車道が原則、歩道は例外
　 2. 車道は、左側を通行
　 3. 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　 4. 安全ルールを守る
　 5. 子どもはヘルメットを着用

4月6日（水）の朝、春の全国交通安全運動  人波作戦が実施されます
交通事故防止にご協力いただきますようよろしくお願いいたします。
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　平成27年４月、当町初めての地域お
こし協力隊員として、千葉県出身の金
子幸司さんが就任されました。佐久穂
町に決めたきっかけを伺ったところ、
美味しい食べ物や水など豊富な資源が
あり、心地よい大日向地区の住空間に
「暮らしの豊かさ」を感じたからとのこ
と。最近は「豊かだなぁ」が口癖にな
っているそうです。

　さて、金子隊員が取り組むことは、空き家対策や移住交流の促進に資する活動および仕事創出
等の定住に向けた環境整備を行うことです。

大日向地区の空き家調査を中心に、随時、町内の空き家を町と協力しながら確認し、新規就農者
　や移住希望者と住宅等のマッチング
天神町の古民家をリノベーション（※1）した空き家の再活用（取組中）
伝統建築によるまちなみ継承事業の一環として、地元事業者×信州大学による土壁塗りワーク

　ショップの実施
首都圏での移住希望者相談会や佐久穂・小海合同移住体験ツアーへの参加
地域資源を活かした産業創出として、小水力発電事業可能性調査の実施
地方創生推進会議への出席
　※1古民家等を改修し、用途や機能を変更して性能を向上させ付加価値を与えること。

煙煙煙煙煙煙【【佐佐久穂町地域おこし協力隊制久穂町地域おこし協力隊制度度】】ととはは 煙煙煙煙煙煙

績績績績績績績績績績績実実実実実実実実実実実動動動動動動動動動動動活活活活活活活活活活活ののののののののののの度度度度度度度度度度度年年年年年年年年年年年今今今今今今今今今今今

金子幸司さん
地域おこし協力隊

　総務省の地域おこし協力隊制度を活用し、人口減少や高齢化等の進行が著しい本町にお
いて、地域外の人材を積極的に受け入れ、地域協力活動を行ってもらい、その活動を通し
て起業することも視野に入れ、定住・定着を図るとともに、地域力の維持・強化を図って
いくことを目的とした制度です。

　宅地建物取引士や建築士の資格を持ち、家づくりのサポート全般に携わってきた前職の知識と
経験を活かし、町及び地域住民と連携を取りながら活動を行っています。町の資源の一つでもあ
る古民家等の再生及び利用、佐久穂の風景とマッチした住まいの提供を視野に入れて活動してい
ます。
　平成28年度も引き続き、佐久穂の魅力を引き出し地域活性化のため活動していきます。まちな
かで金子隊員を見かけましたら、是非お声かけください。 

総合政策課 政策推進係 TEL:0267-86-2553　
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事 務 局相　　　談　　　内　　　容相　談　員

総務課 庶務係
役所の仕事に関する苦情や意見・要望について
の相談行政相談委員

住民税務課 人権政策係
不当な差別、いじめ、プライバシー、外国人、
近隣関係、家族関係、相続、遺言、金銭貸借な
どの問題についての相談

人権擁護委員

詳しくは、役場総務課庶務係または、住民税務課人権政策係まで
緯86―2525

場　　　　所曜日月　日年
八千穂老人福祉センター（金）4月22日平成28年

茂　　来　　館（金）5月20日

八千穂老人福祉センター（金）6月24日

茂　　来　　館（金）7月29日

八千穂老人福祉センター（金）8月26日

茂　　来　　館（金）9月30日

八千穂老人福祉センター（金）10月28日

茂　　来　　館（金）11月18日

八千穂老人福祉センター（金）12月16日

茂　　来　　館（金）1月27日平成29年

八千穂老人福祉センター（金）2月24日

茂　　来　　館（金）3月17日

開設時間は、毎回9：00〜正午まで

　町では、「行政相談所」「人権相
談所」合同の「なんでも心配ごと
相談所」を右記の日程で開設しま
す。専門の相談員が各種相談に
応じます。相談は無料で、秘密は
厳守します。お気軽にご利用く
ださい。

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

　羽黒下駅・八千穂駅では、普通乗車券をはじめ、通勤・通学に使う定期券、新幹線の乗車券もご購入
いただけます。ぜひ町内の駅をご利用ください。（羽黒下駅・八千穂駅は、JRとの契約により佐久穂町で
運営しています。売り上げの一部が町の収益となります。）

　ご不明な点は下記までお問い合わせください。
羽黒下駅 86-2019　八千穂駅 88-2040　◎事前にご連絡いただくとスムーズにお買い求めいただけます。

胸胸 注 意 胸胸
　　※クレジットカードでの購入はできません。
　　※駅管理人が不在の場合もありますので、ご了承ください。

JR乗車券の購入は羽黒下駅・八千穂駅をご利用ください。 
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シリーズ 盛り盛りおかずスープ盛り盛りおかずスープ 27

じゃがいもと
小松菜のすまし汁

～ 保育園で人気のある汁物です ～
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① 小松菜は３cmくらいの長さに切り、下ゆでする。
　 えのき茸は３cmくらいに切る。
　 玉ねぎは５mm幅のくし形に切る。
　 かまぼこは１枚を半分に切る。
　 じゃがいもは厚めのイチョウ切りにする。

② だしでじゃがいも、玉ねぎ、えのき茸を順に入れて煮
　 る。最後に小松菜とかまぼこを加え、塩と薄口しょ
　 うゆで調味して火を止める。

　　　※すまし汁なので、じゃがいもが煮くずれないよ
　　　　う、火加減に気をつけて煮てください。
　　　※じゃがいもの旨味で、塩分が少なく
　　　　ても美味しくいただけます。

４人分材料 作り方

1人分 エネルギー42kcal　たんぱく質2.8g
脂質1.7g　食物繊維2.1g　食塩相当量1.0g

６０ｇ
 ６０ｇ
６０ｇ
 ４枚

１００ｇ
３カップ

小さじ１/３
小さじ１

1カップは200㏄
小さじ1は5㏄です

小松菜・・・・・・・・・・・・・・・
えのき茸・・・・・・・・・・・・・
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・
かまぼこ（赤）・・・・・・・・・・・
じゃがいも・・・・・・・・・・
だし・・・・・・・・・・・・・・・
塩・・・・・・・・・・・・・・
薄口しょうゆ・・・・・・・

健康福祉課

【1食の組み合わせ例】
雑穀ごはん、豚肉のチーズ焼き、春キャベツのコールスローサラダ
じゃがいもと小松菜のすまし汁

　平成26年1月号から始まりました「シリーズ盛り盛りおかずスープ」は今月号をもって終了と
なります。町の食育推進計画に基づく食育の一環として平成25年7月に発行したレシピ集から、
27品目を紹介させていただきました。
　これらのレシピにより、季節の食材を使った具だくさん・うす味の汁物のレパートリーを増や
し、御家族の健康づくりに役立てていただければと願っております。

　佐久穂小学校の須田陽希さん（4年生）が長野県代表と
して3月30日・31日に千葉県白子町で開催される全国小
学生ソフトテニス大会に出場します。
　3月8日に町長を表敬訪問して大会での健闘を誓いま
した。

第第1155回回全全国国小小学学生生ソソフフトトテテニニスス
大大会会にに出出場場ししまますす

第第1155回回全全国国小小学学生生ソソフフトトテテニニスス
大大会会にに出出場場ししまますす

第15回全国小学生ソフトテニス
大会に出場します
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納納納納納納納納納納 期期期期期期期期期期納 期 月月月月月月月月月月月
税税税税税税税税税税 目目目目目目目目目目税 目 等等等等等等等等等等等33333333333月月月月月月月月月月月月月22222222222月月月月月月月月月月月月月11111111111月月月月月月月月月月月月月1111111111122222222222月月月月月月月月月月月月月1111111111111111111111月月月月月月月月月月月月月1111111111100000000000月月月月月月月月月月月月月

町 県 民 税
（普通徴収）4期3期

固 定 資 産 税4期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税
（普通徴収）8期7期6期5期4期

後期高齢者医療保険料
（普通徴収）8期7期6期5期4期

介 護 保 険 料
（普通徴収）12期11期10期9期8期7期

町 営 下 水 道 料
（農　　集）

12・1
月分

10・11
月分

8・9
月分

納　 期　 限
（口座振替日）

3月
31日
（金）

2月
28日
（火）

1月
31日
（火）

12月
28日
（水）

11月
30日
（水）

10月
31日
（月）

限 及び 口座振替日一覧表 噛このページを見やすい場所に貼り、
　ご利用ください。

＜お問い合わせ先＞

噛噛噛噛噛噛噛噛噛 佐 久 穂 町 役 場 噛噛噛噛噛噛噛噛噛

佐久庁舎　0267―86―2525（代表）
□住民税務課（町税・国保税）86―2526（直通）
　　　　（後期高齢者保険料）86―2527（直通）
□健康福祉課（介護保険料）86―2528（直通）

八千穂庁舎　0267―88―2525（代表）
□建 設 課（町営下水道料）88―2526（直通）
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納納納納納納納納納納 期期期期期期期期期期 月月月月月月月月月月
税税税税税税税税税税 目目目目目目目目目目 等等等等等等等等等等3333333333月月月月月月月月月月月月2222222222月月月月月月月月月月月月1111111111月月月月月月月月月月月月11111111112222222222月月月月月月月月月月月月11111111111111111111月月月月月月月月月月月月11111111110000000000月月月月月月月月月月月月99999999999月月月月月月月月月月月月月88888888888月月月月月月月月月月月月月77777777777月月月月月月月月月月月月月66666666666月月月月月月月月月月月月月55555555555月月月月月月月月月月月月月44444444444月月月月月月月月月月月月月納納納納納納納納納納 期期期期期期期期期期納 期 月月月月月月月月月月月

税税税税税税税税税税 目目目目目目目目目目税 目 等等等等等等等等等等等

2期1期町 県 民 税
（普通徴収）

3期2期1期固 定 資 産 税

全期軽 自 動 車 税

3期2期1期国 民 健 康 保 険 税
（普通徴収）

3期2期1期後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

6期5期4期3期2期1期介 護 保 険 料
（普通徴収）

6・7
月分

4・5
月分

2・3
月分

町 営 下 水 道 料
（農　　集）

9月
30日
（金）

8月
31日
（水）

8月
1日
（月）

6月
30日
（木）

5月
31日
（火）

5月
2日
（月）

納　 期　 限
（口座振替日）

平成28年度  町税等の納期限

★税・料金は期限内の納付をお願いします！！
　　口座振替の方は、振替日の前日までに必ず口座残高を確認してください。
　　現金納付の方は、役場会計室または各金融機関窓口にて納付してください。

★税・料金の納付は安全で便利な口座振替をおすすめします！！
　　口座振替の手続きは役場各窓口または八十二銀行、佐久浅間農協、
　　ゆうちょ銀行（郵便局）で。
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病児・病後児保育とは？
　子どもの発熱や嘔吐などの病気で保育園には預けれられない、職場にも迷惑がかけられない。
でも、他に預かってくれる人もいない。そんな時、利用できるのが、病児・病後児保育です。
　佐久穂町では、高野町保健センター内で開所する千曲病院院内保育に保育を委託し、働くお父さん、
お母さんの子育てと就労の両立を支援するため、今年４月から病児・病後児の保育を行います。

佐久穂町病佐久穂町病児児・・病後児保育の概病後児保育の概要要
佐久穂町大字高野町358番地1　高野町保健センター内所 在 地

町内在住の１歳から小学校就学前までの子ども対 象 児 童

概ね3名まで定　 員

入院を必要としない程度の病気やけがの急性期や回復期で、集団保育をうける
ことができず、保護者が勤務の都合で看護できない児童

対象となる児童

月曜日〜金曜日　午前8時〜午後6時（祝日・年末年始は休み）保 育 時 間

3歳 未 満 児3歳 以 上 児時　　　間区 分

保 育 料
1,500 円750 円午前8時〜正午

保 育 料 1,500 円750 円正午〜午後4時

30分につき50円午後4時〜午後6時

下記時間帯に電話で予約してください。
原則として前日までに予約　午前8時から午後6時まで

予 約

燕医師診療情報提供書、利用申込書　燕保険証と福祉医療費受給資格者証
燕印鑑（認印）　　燕その他保育に必要なもの

持 参 す る も の

ご 利 用 方ご 利 用 方 法法
事前に利用登録申請書を、役場教育委員会こども課まで提出し、登録をお願い
します。

① 登　　　録

高野町保健センターに電話で予約をしてください。② 予　　　約

予約がとれたら、かかりつけ医を受診し、診療情報提供書を発行してもらって
ください。（有料です。）

③ 受　　　診

利用当日、高野町保健センターまでお越しください。
※利用申込書、診療情報提供書のほか、指示されたものをお持ちください。
　予約後、利用をキャンセルする場合は、直ちに予約先までお電話ください。

④ 利　　　用

利用後、納付書により、役場会計室又は金融機関へ納めて下さい。
※納付書は、後日役場から届きます。

⑤ 支　払　い

病児・病後児保育についてご案内します

佐久穂町教育委員会こども課　保育園係

＊運営状況によっては、利用方法を変更する場合がございます。
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　今回で30回目を迎える「ツール・ド・八ヶ岳」が次のとおり開催され、県内外から
1,300名を超える参加者が佐久穂町を訪れます。沿道での温かい声援をお願いします。

1. 開催日　平成28年4月17日（日）
2. 時　間　午前9時スタート
3. 場　所　堂河原地籍～麦草峠
4. 参加者　約1,300人

※当日は国道299号が交通規制により一
　時通行できなくなります。近隣住民の
　皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご
　理解・ご協力をお願いします。

●ツツール・ド・八ヶ岳とはール・ド・八ヶ岳とは ・・・・・・
　国道299号を堂河原地籍から上り、標
高2,127mの麦草峠最高地点（標高差
1,300m）までの25km（ハーフコースは
八千穂高原スキー場までの15km。標高
差800m）を一気に駆け上がるヒルクラ
イムレースです。全部で16カテゴリー
あり、幅広い層の参加者が楽しめます。

第30回「ツール・ド・八ヶ岳」開催されます!第30回「ツール・ド・八ヶ岳」開催されます!

※大会当日お手伝いして頂けるボランティアスタッフを募集いたします。
　年齢、性別は問いません。スタッフとして選手を応援したい方、熱意のある方ならど
　なたでも大歓迎です。
　　お手伝いをいただける方は、実行委員会事務局（電話：88-3865）まで、お申込み
　ください。
　　申込み期限は３月25日（金）までです。大勢の方のご応募をお待ちしております。

亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨
儁
儁
儁
儁
儁

亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨
儁
儁
儁
儁
儁

国際協力機構（JICA）では、2016年度ボランティア（青年海外協力隊・シニア海外ボラ
ンティア）の春募集説明会を以下の日程にて、行います。

…　…　…　…  記  …　…　…　…

募集期間：2016年4月1日（金）～5月9日（月）
長野県内募集説明会：
　　4月 9日（土）午後2時～ 4時　　　長野市生涯学習センター（TOiGO）第3学習室
　　4月14日（木）午後6時半～8時半　　松本市中央公民館（Mウィング）　4階4-4会議室
　　4月23日（土）午後2時～ 4時　　　佐久市コスモホール2階会議室3
　　4月24日（日）午前10時～午後5時　JICA駒ヶ根青年海外協力隊訓練所（一日体験入隊）

　最終日4月24日（日）の一日体験入隊のみ、事前の参加予約と昼食代500円が必要になります。
それ以外の説明会につきましては、参加費無料・申込不要になっております。
説明会についてのお問い合わせは、以下までお願いいたします。
　　電　話：0265-82-6151　ファクシミリ：0265-82-5336　電子メール：jicakjv-jocv@jica.go.jp
　　担当者：JICA駒ヶ根　田島伸明
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2月23日、24日に
町長室にて、4名のお子さんへ
出生祝金を贈呈しました。

（H27年10月生まれのお子さんです。）

　学校生活相談センターでは、臨床心理士や学校教育の経験者が、いじめ、不登校など学校生活
に関する悩みについて、子どもや保護者の方などからの相談を受け付けています。
　　　　　　　　　　　　　　　  な や み い お う

TEL. ０５７０－０－７８３１０（24時間受付）
メールアドレス　gakko-sodan@pref.nagano.lg.jp
煙匿名でもご利用いただけますので、気軽にご相談いただけます。
煙相談内容などプライバシーは厳守いたしますので、安心してご相談ください。

学校生活相談センター〔24時間子どもSOSダイヤル〕
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

平成28年４月１日から旧小中学校の体育施設が利用できなくなります
　平成27年4月の統合小中学校開校に伴い閉
校した旧小中学校の体育施設は、この1年間、
社会体育施設として住民の皆様にご利用いた
だきましたが、平成28年4月からは、学校跡
地利用計画を進めるため、右記の学校体育施
設の利用ができなくなります。

グ ラ ウ ン ド体 育 館
旧八千穂小学校グラウンド旧八千穂小学校体育館
旧八千穂中学校グラウンド旧八千穂中学校体育館
旧佐久西小学校グラウンド旧佐久西小学校体育館
旧佐久中央小学校グラウンド旧佐久東小学校体育館
旧佐久東小学校グラウンド

問い合わせ先 ・・・・ 佐久穂町役場 総務課管財係 86-2525



館 報 さ く ほ 平成28年3月17日（17） 第65号
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館館館館館館館館館館館 報報報報報報報報報報報 発　行　日
平成 28年 3月 17日

編集・発行
佐 久 穂 町 公 民 館

〒384―0503
長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬2570

ＴＥＬ. 0267―86―2041
ＦＡＸ. 0267―86―2939

町
中
の
優
し
さ
で
茂
来
館
が
つ
つ
ま
れ
ま
し
た

第
一
回
寄
せ
鍋
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
関
連
記
事
は

　
・　

ペ
ー
ジ

18
24

佐久穂中吹奏楽佐久穂中吹奏楽部部

YY 2スペシャ2スペシャルル

ウインドウインドss ii nn gg ee rr ss 22 ハッピースのオカリナ演ハッピースのオカリナ演奏奏

ハッピーレインボーの親子ステーハッピーレインボーの親子ステージジ

加加 藤藤  聖聖  さんさん

寄せ鍋交流会風寄せ鍋交流会風景景 思い出の仲間た思い出の仲間たちち

島崎淳さんの帰郷ステー島崎淳さんの帰郷ステージジ友 野 国 男 さ友 野 国 男  さんん
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二
月
二
十
八
日
日
曜
日
茂
来
館

に
て
、
初
め
て
の
寄
せ
鍋
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
「
寄
せ
鍋
の
鍋
は
、

佐
久
穂
町
、
ダ
シ
は
公
民
館
、
具

材
は
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
で
す
」

と
募
集
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
個
人
、

グ
ル
ー
プ
、
職
場
の
仲
間
な
ど
の

皆
さ
ん
二
十
一
グ
ル
ー
プ
約
百
名

の
出
演
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
陽
気
も
春
め
い
た
う
ら

ら
か
な
日
と
な
り
、
出
演
者
、
来

場
者
合
わ
せ
三
百
名
を
超
え
る
皆

さ
ん
が
一
日
、
様
々
な
形
で
発
表

さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

昼
食
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
名

に
ち
な
み
、
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
寄
せ
鍋
も
出
さ
れ
、“
く
ろ
う

ど
ん
”“
さ
く
ほ
ー
め
ん
”“
手
打

ち
蕎
麦
”
も
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
美

味
し
さ
に
自
然
笑
顔
に
な
る
瞬
間

で
し
た
。

　
「
ス
テ
ー
ジ
の
人
も
、
客
席
の

人
も
み
ん
な
一
緒
に
声
合
わ
せ
歌

い
ま
し
ょ
う
」
と
、
演
奏
が
始
ま

る
と
、
自
然
に
声
が
つ
な
が
り
、

大
き
な
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
に
な
ろ
う
、

幸
せ
は
雲
の
上
に
…　

幸
せ
は
空

の
上
に
…　

町
中
の
優
し
さ
で
茂

来
館
を
包
み
た
い
…

の
思
い
は
、
そ
の
瞬

間
叶
え
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
「
も
っ
と
宣
伝
を
し
て
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い
」

　
「
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が

聞
け
て
良
か
っ
た
」

　
「
町
内
で
音
楽
を
楽
し
ん
で
い

る
人
を
中
心
に
集
ま
り
一
日
た
の

し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
鍋
も
あ
り
、

手
作
り
感
い
っ
ぱ
い
の
町
ら
し
い

温
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
」

　
「
一
般
の
素
人
の
出
演
も
多
く

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」

　
「
の
ど
自
慢
の
よ
う
に
上
手
で

な
い
人
も
取
り
混
ぜ
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
」

　
「
小
中
学
生
が
一
緒
に
で
き
る

経
験
が
良
か
っ
た
」

　
「
幼
い
子
供
か
ら
町
民
が
一
緒

に
ス
テ
ー
ジ
で
歌
っ
て
終
わ
る
音

楽
は
心
に
伝
わ
り
ま
し
た
」
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
ご

協
力
い
た
だ
き
終
わ
っ
た
寄
せ
鍋

コ
ン
サ
ー
ト
。
こ
れ
か
ら
も
も
っ

と
多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
頂

き
続
け
て
い
け
た
ら
…
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
月
三
日
第
六
回
い
き
い
き
大

学
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
青
木
言
夫
さ
ん
を
お

招
き
し
「
歌
声
ひ
ろ
ば
」
を
開
き

ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
の
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ

昔
懐
か
し
い
童
謡
唱
歌
を
歌
っ
た

り
、
作
詞
者
や
、
作
曲
者
に
つ
い

て
の
話
、
歌
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
出
来
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
一
時
間

で
し
た
。

　

覚
え
て
い
る
歌
詞
も
あ
れ
ば
あ

や
ふ
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

歌
詞
も
あ
り
、
青
木
さ
ん
手
作
り

の
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
、
楽

し
く
歌
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
参
加
者
の
方

か
ら
は
「
こ
ん
な
機
会
を
も
っ
と

増
や
し
て
欲
し
い
」「
学
校
で
も

こ
ん
な
歌
を
歌
う
機
会
が
あ
れ
ば

い
い
の
に
」
な
ど
の
声
が
聴
か
れ

ま
し
た
。

　

歌
の
後
は
、
講
師
先
生
を
囲
ん

で
昔
を
懐
か
し
く
語
り
な
が
ら
、

お
茶
会
を
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
平
成
二
十
七
年

度
の
閉
講
式
逢
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
今
年
度
の
い
き
い
き
大

学
講
座
は
、
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

一
年
間
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
度
も
多
く
の
皆

ホ
ー
ル
に
響
い

ホ
ー
ル
に
響
い
たた

二
百
人

二
百
人
のの
「「
ビ
リ
ー
ブ

ビ
リ
ー
ブ
」」

様
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
な
講

座
を
計
画
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

和やかにお茶和やかにお茶会会

★
い
き
い
き
大
学
講
座
★分

館
対
抗
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大

分
館
対
抗
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会会

　

二
月
十
四
日
（
日
）
第
十

一
回
分
館
対
抗
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
大
会
が
、
し
ら
か
ば

社
会
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

十
六
分
館
二
十
チ
ー
ム
が

４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

予
線
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
抜

い
た
四
ッ
谷
・
畑
ヶ
中
・
上

畑
Ａ
・
千
ヶ
日
向
分
館
の
四

分
館
に
よ
る
決
勝
リ
ー
グ
戦

の
結
果
、
四
ッ
谷
分
館
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距
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二
月
九
日
（
火
）
か
ら
佐
久
穂

町
公
民
館
と
共
催
で
「
戦
争
と
紙

芝
居
展
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

茂
来
館
ロ
ビ
ー
の
中
央
に
は
戦

時
中
に
発
行
さ
れ
た
国
策
紙
芝
居

五
十
三
点
の
解
説
と
最
初
の
五
場

面
を
展
示
。
遠
く
は
上
田
市
や
南

牧
村
な
ど
か
ら
も
多
く
の
方
が
足

を
運
ば
れ
ま
し
た
。
物
資
の
乏
し

い
時
代
と
は
い
え
、
戦
争
協
力
の

た
め
に
国
や
軍
が
後
押
し
を
し
、

当
代
一
流
の
作
家
や
画
家
が
精
魂

を
込
め
た
作
品
は
質
の
高
い
も
の

で
す
。
懐
か
し
そ
う
に
見
入
る
人
、

当
時
の
思
い
出
を
語
る
人
、
情
報

操
作
の
恐
ろ
し
さ
に
思
い
至
る
人

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
自
宅
に
あ
っ

た
当
時
の
紙
芝
居
や
地
図
を
届
け

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
初
の
満
州
分
村
移
民
を
し

た
大
日
向
村
を
描
い
た
紙
芝
居
が

あ
る
（
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）
こ
と
も
紹
介

し
ま
し
た
。
満
州
移
民
は
地
域
社

会
の
記
憶
と
し
て
残
し
、
語
り
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
す
。

　

二
十
日（
土
）、
二
十
一（
日
）に

は
、
子
ど
も
の
文
化
研
究
所
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
紙
芝
居
の

実
演
を
行
い
ま
し
た
。
拍
子
木
の

音
に
気
分
も
高
揚
し
、
か
つ
て
の

名
作
を
感
慨
深
く
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

二
月
十
三
日
（
土
）
か
ら
二
週

間
行
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
市
は
大
好

評
で
し
た
。
初
日
は
た
く
さ
ん
の

家
族
連
れ
が
待
つ
中
、
開
館
時
間

を
一
時
間
早
め
て
九
時
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。　　

　

学
校
統
合
の
影
響
も
あ
り
、
例

年
に
比
べ
る
と
児
童
書
や
紙
芝
居

も
数
多
く
出
さ
れ
て
大
賑
わ
い
で

し
た
。

　

二
千
余
冊
の
本
の
九
十
％
以
上

の
本
と
百
二
十
本
の
六
十
％
近
い

ビ
デ
オ
が
新
た
な
読
者
や
視
聴
者

に
も
ら
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

活
字
離
れ
が
言
わ
れ
る
昨
今
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
本
を
愛
し
て
く

だ
さ
る
人
た
ち
の
多
い
こ
と
を
う

れ
し
く
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

保
存
年
限
の
切
れ
た
雑
誌
類
の

リ
サ
イ
ク
ル
は
毎
年
七
月
に
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　

ま
も
な
く
小
学
校
一
年
生
に
な

る
海
瀬
保
育
園
や
栄
保
育
園
の
年

長
さ
ん
が
訪
れ
て
、
お
友
達
と
一

緒
に
真
剣
に
本
を
選
ぶ
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
迷
路
や
間
違
い
探
し
の

絵
本
が
大
人
気
で
す
。

先
生
に
紙
芝
居
を
読
ん
で
も
ら
っ

て
夢
中
で
聞
い
て
い
る
子
も
い
ま

し
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
順
番
を
守
っ

て
、
並
ん
で
自
分
の
番
を
待
っ
て

本
を
借
り
て
い
き
ま
し
た
。

　

毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
佐

久
南
幼
稚
園
の
ど
ん
ぐ
り
教
室
の

親
子
も
四
日
間
に
わ
た
り
三
十
数

組
の
親
子
連
れ
が
来
館
し
、
ミ
ニ

お
は
な
し
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
本
当
に
幅
広
い
年
代
の
皆
さ

ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
年
度
も
佐
久
穂
町
図
書
館
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
笑
顔
が
集
う
図
書
の
森
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「展示を見る人」

「紙芝居上演の様子」「講師の皆さん」

「リサイクル市の様子」

「栄保育園」 「海瀬保育園」

「佐久南幼稚園」

図
書
館
だ
よ
り

戦
争
と
紙
芝
居
展

リ
サ
イ
ク
ル
市

小
さ
な
お
客
さ
ま
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元
旦
を
夫
婦
で
む
か
え
し
み
じ
み
と
心
豊
か
に
雑
煮
を
食
べ
る

三　

浦　

智　

子

　「
元
気
か
」
と 
息
子 
よ
り
の
便
り
あ
り
し
日
は
春
の
如
く
に

こ

一
日
明
る
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
小　

林　

春　

子

　

わ
が
体
鍛
え
る
こ
と
が
目
標
と
今
年
も
己
に
し
っ
か
り
告
げ
る

油　

井　

あ
き
子

　

か
く
老
い
て
新
年
迎
う
る
喜
び
に
は
ら
か
ら
と
酌
む
と
そ
に

酔
い
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
小
須
田　

信　

子

　

色
々
と
整
理
せ
ね
ば
と
娘
に
言
え
ば
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

届
け
る
と
言
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
中　

山　

い
ち
子

　

や
わ
ら
か
き
冬
陽
さ
し
込
み
窓
際
の
木
爪
に
若
芽
が
葉
を
広

げ
初
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
　
　
　

小
宮
山　

祐　

子

　

留
守
に
せ
し
玄
関
に
灯
の
点
り
い
て
ほ
っ
と
疲
れ
の
ゆ
る
む

気
の
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
井　

出　

明　

子

　

気
に
入
り
の
可
憐
な
茜
木
瓜
の
花
主
の
松
に
添
い
初
春
飾
る

岡　

本　

正　

子

　

参
道
に
三
体
並
ぶ
道
祖
神
供
え
し
餅
に 
新  
春 
の
木
洩
れ
日

は 

る

中　

沢　

澄　

江

佐
久
穂
町
短
歌
会

のののののののののののののののののののののの

短
歌

句

やややややややややややややややややややややや
俳

同同
好好
会会

のの
作作
品品

同
好
同
好
会会

の
作
の
作
品品

同
好
会

の
作
品

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は

「
町
民
の
皆
さ
ん
の
体
力
や
健
康

の
維
持
・
向
上
」
を
目
的
と
し
た

活
動
を
一
年
間
通
し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
の
企
画
か
ら

運
営
を
行
っ
た
り
、
ス
マ
イ
ル

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
は
年
二
回
開
催

し
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
マ
イ

ル
ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
希
望
が
あ
れ

ば
地
区
に
出
向
い
て
一
緒
に
活
動

し
た
り
指
導
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
公
民

館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
年
長
か
ら
小
学
六
年
生
ま

で
参
加
で
き
る
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
で
は
、
五
月
か
ら
十
二

月
ま
で
八
回
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
体
育
館
で
の
活
動
や
駒
出
池

で
の
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
、
古
谷
ダ
ム

上
流
で
の
川
遊
び
や
ス
マ
イ
ル

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
参
加
、
茂
来
館

で
の
餅
つ
き
な
ど
親
子
で
楽
し
め

る
活
動
も
多
く
取
り
入
れ
て
き
ま

し
た
。
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
お
父
さ
ん
か
ら
、

「
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
た
こ
ん

な
に
よ
い
企
画
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
嬉
し
い
言
葉
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
は
四
回
開

催
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
の
方
ま
で
佐
久
穂
町
内
の

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
八
千
穂
高
原
で
の
ポ
ー
ル
を

使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
も
大

好
評
で
し
た
。
毎
回
違
っ
た
コ
ー

ス
を
歩
く
の
で
、
参
加
者
か
ら

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
マ
ッ

プ
に
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
今
年
度
以
上
に
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
な
体
作
り
や
様

々
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
き
た

い
と
思
い
、
町
の
生
涯
学
習
課
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の
「
わ
く
わ
く

体
験
講
座
」
の
開
催
や
、
健
康
福

祉
課
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
サ
ロ
ン

健
康
教
室
の
お
手
伝
い
を
す
る
方

向
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で

き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
体
力
や
健
康
の
維
持
・

向
上
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

「
軽
く
運
動
し
た
い
け
ど
ど
ん
な

運
動
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
も
で
き
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後

と
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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を
さ
な
き
日
家
族
正
座
し
「
君
が
代
」
を
歌
ひ
て
新
た
な
年

は
じ
ま
り
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
石　

井　

節　

子

　

果
て
し
な
い
雪
の
大
地
は
春
の
夢
い
だ
き
し
ず
か
に
ね
む
り

に
入
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
小
須
田　

ス
ミ
エ

　

繭
玉
に
孫
の
つ
く
れ
る
鮒
と
麹
か
も
ゐ
に
懸
く
れ
れ
ば
家
霊

さ
さ
や
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
菊　

池　

む
つ
江

　

道
端
の
枯
れ
草
の
茎
膝
た
け
に
小
寒
の
風
受
け
て
揺
れ
お
り

小　

松　

正　

治

　

地
球
な
る
重
力
に
よ
り
加
速
す
る
ス
イ
ン
グ
バ
イ
と
は
た
の

し
き
ひ
び
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
木　

内　

賢　

隆

　

村
人
の
有
志
が
行
う
ど
ん
ど
焼
き
バ
チ
バ
チ
弾
け
だ
る
ま
と

び
出
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
小
須
田　

し
げ
み

福
は
内
基
地
は
外
な
れ
ま
め
ま
か
る島　

田　

正　

巳

太
陽
に
雨
氷
の
木
々
の
き
ら
め
き
て小　

椋　

桂　

子

ス
ヌ
ー
ピ
ー
抱
い
て
眠
る
子
春
ど
な
り

出　

浦　

嘉
代
子

冬
の
雷
ま
さ
か
り
の
首
折
れ
て
お
り　
　
　
　

小　

椋　
　
　

茂

梢
よ
り
透
き
く
る
夕
陽
日
脚
伸
ぶ

篠　

原　

久　

子

風
呂
敷
の
ゆ
っ
た
り
結
び
桜
餅

佐
々
木　

徳　

子

山
肌
を
黄
金
に
替
え
て
秋
の
ゆ
く

小　

平　

一　

幸

八
千
穂
俳
句
会

　

二 
月
二
十
一
日（
日
）、
茂
来
館

で
文
化
財
講
座
「
私
と
太
平
洋
戦

争
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
講
師
に
、
町
文
化
財
保

護
審
議
会
副
会
長
の
高
見
澤
宝
輔

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
ご
自
身
の
ご

経
験
か
ら
太
平
洋
戦
争
中
、
そ
し

て
戦
後
の
出
来
事
を
追
想
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
戦
し
た
昭
和
二
十
年
当
時
、

高
見
澤
さ
ん
は
十
三
歳
の
多
感
な

年
頃
。
戦
中
、
そ
し
て
敗
戦
を
迎

え
た
中
で
、
様
々
な
こ
と
を
感
じ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

戦
争
が
始
ま
り
、
国
民
の
戦
意

を
高
揚
さ
せ
て
い
た
の
は
束
の
間

の
こ
と
、
戦
況
が
悪
化
す
る
中
で

徴
兵
さ
れ
る
男
性
の
年
齢
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
り
、
学
校
の
授
業
が

停
止
さ
れ
る
な
ど
、
国
民
生
活
に

は
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

物
資
も
不
足
し
て
お
り
、
食
糧

不
足
を
補
う
た
め
学
校
の
校
庭
を

開
墾
し
た
こ
と
、
道
路
の
わ

き
に
大
豆
を
植
え
た
こ
と
、

赤
松
の
樹
皮
に
切
り
込
み
を

入
れ
て
採
取
す
る 
松
根
油 
を

し
ょ
う
こ
ん
ゆ

燃
料
の
代
わ
り
に
使
用
し
た
こ
と

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
ひ
も
じ
く
、
不
安
な
少
年

時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

終
戦
し
た
昭
和
二
十
年
の
十
二

月
に
は
、
進
駐
軍
が
海
瀬
を
訪
れ
、

初
め
て
見
る
ア
メ
リ
カ
兵
に
恐
ろ

し
さ
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
そ
の

制
服
の
格
好
良
さ
に
憧
れ
た
想
い

出
な
ど
に
つ
い
て
も
追
想
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
世
界
各
地
で
紛
争
が
起

き
、
多
く
の
人
た
ち
の
命
が
日
々

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
見
澤
さ
ん

の
お
話
か
ら
、
平
和
の
大
切
さ
と
、

そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
私

た
ち
の
責
任
に
つ
い
て
、
再
度
認

識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
財
講
座

「
私
と
太
平
洋
戦
争
」

を
開
催
し
ま
し
た

講演に聞き入る皆さん

講師：高見澤宝輔さん

　

三
月
五
日
（
土
）
の
午
前
中
に

「
第
六
回
楽
つ
み
木
ひ
ろ
ば
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
長
野
市
か
ら
グ
リ
ー
ン　

ア
ン
ド　

ス
カ
イ
の
二
人
を
お
招

き
し
、
一
万
五
千
個
の
つ
み
木
の

中
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
手
に
取

り
、
自
由
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

を
、
友
達
や
家
族
と
協
力
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

大
人
の
言
う
と
お
り
に
で
は
な

く
、
自
分
で
考
え
作
り
上
げ
た
作

品
は
、
と
て
も
個
性
豊
か
で
ア
イ

デ
ア
に
富
ん
だ
作
品
ば
か
り
で
し

た
。

　

作
品
が
概
ね
で
き
あ
が
っ
た
後

は
全
員
の
作
品
を
つ
な
げ
全
体
で

ひ
と
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し

た
。
会
場
の
照
明
を
消
し
、
個
々

に
作
品
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い

く
と
、
幻
想
的
な
景
色
が
広
が
り
、

参
加
者
か
ら
は
感
動
の
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。

　

最
後
は
木
に
感
謝
し
、
抱
き
か

か
え
る
よ
う
に
つ
み
木
を
く
ず
し
、

す
す
ん
で
箱
に
つ
み
木
を
片
付
け

て
い
ま
し
た
。

　

普
段
広
い
場
所
で
思
い
っ
き
り

つ
み
木
遊
び
が
で
き
る
機
会
は
な

か
な
か
無
い
中
、
参
加
者
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で

し
た
。

第
六
回
楽
つ
み
木
ひ
ろ
ば
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二
月
七
日
（
日
）
茂
来
館
に
お
き
ま
し
て
、

第
十
一
回
を
数
え
る
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
in

佐
久
穂
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場

を
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
八
千
穂
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、
会
場
と
一
体
と
な
っ
て
合
唱
し
た
、「
佐
久
、

故
郷
を
愛
せ
る
よ
う
に
」
を
は
じ
め
と
す
る
全

二
曲
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
で
の
熱
唱
、
さ
わ
や

か
佐
久
穂
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
に
は
、

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
母
さ
ん
の

ス
ト
レ
ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
手
づ
く
り

の
寸
劇
を
熱
演
し
て
い
た
だ
き
、
続
く
人
権
作

文
の
発
表
で
は
、
佐
久
穂
小
学
校
六
年
生
の
山

形
優
輝
さ
ん
が
「
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
」
と

題
し
て
、
佐
久
穂
中
学
校
七
年
生
の
植
田
春
香

さ
ん
に
は
「
み
ん
な
が
同
じ
人
間
で
す
」
と
題

し
て
大
変
立
派
な
ご
意
見
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し

て
は
、
町
内
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
人
権
作
品
の
展
示
、
町
障
が
い
者
福
祉

施
設
陽
だ
ま
り
の
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
物
品
の

販
売
、
町
防
犯
協
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
啓
発

活
動
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
で
あ
る
今
回
の
公
演
会
は
、「
決
断
命

の
ビ
ザ　

～
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
杉
原
千
畝
物
語
～
」

と
題
し
、
俳
優
で
心
理
ト
レ
ー
ナ
ー
で
も
あ

　

ぼ
く
は
、
道
徳
の
授
業
で
、
あ
だ
名
と

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
使
い
方
や
、
違
い
を
勉

強
し
ま
し
た
。
ぼ
く
が
そ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
は
、
あ
だ
名
は
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

一
昔
前
、
テ
レ
ビ
で
あ
る
芸
能
人
が
、

あ
だ
名
を
つ
け
て
み
ん
な
を
笑
わ
せ
る
こ

と
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。
授
業
の
最
初

に
、
三
人
の
芸
能
人
が
実
際
つ
け
ら
れ
た

あ
だ
名
を
例
に
挙
げ
、
み
ん
な
で
吟
味
し

ま
し
た
。「
エ
リ
ン
ギ
」、「
昼
メ
ガ
ネ
」、

「
た
か
み
な
」
な
ど
芸
能
人
も
い
ろ
い
ろ

な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
中
で
言
わ
れ
て
も
い
い
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
は
？
と
先
生
が
聞
く
と
、

「
た
か
み
な
な
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
あ
る
子
が
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
そ
う

思
い
ま
す
。
理
由
は
、
名
字
か
ら
と
っ
た

だ
け
な
の
で
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
言
わ
れ
て
も
い
い
あ
だ
名
、
言
わ

れ
た
ら
嫌
な
あ
だ
名
の
違
い
と
は
一
体
何

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
だ
名
は
、
そ
の
人
の
性
格
や
、
立
場
、

外
見
な
ど
の
特
徴
か
ら
そ
の
人
の
「
仮
の

名
」
を
付
け
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
あ
だ
名
は
本
当
に
い
い
も

の
な
の
か
と
、
自
分
自
身
の
学
校
生
活
を

振
り
返
っ
た
時
に
、
自
分
も
友
達
の
こ
と

を
あ
だ
名
で
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
気
づ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
悪
気
は

な
く
、
親
し
い
関
係
の
中
で
成

立
し
て
い
た
も
の
な
の
で
、
あ

ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
は
今
ま

で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
あ
る
子
は
、

「
自
分
に
は
本
当
の
名
前
が
あ
る
の
に
か

わ
い
そ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
日
常
的
に
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

「
あ
だ
名
」
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
考
え

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
と
あ
だ
名
の
違
い
。
そ

れ
を
考
え
た
時
に
、
正
直
あ
ま
り
違
い
が

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
授
業
で
、

あ
だ
名
を
漢
字
で
書
く
と
、
あ
ま
り
い
い

意
味
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
よ

り
親
し
い
関
係
の
中
で
成
立
す
る
、
愛
称

の
よ
う
な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
方
が
、
温
か

み
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
と
あ
だ
名
。
今
回
の
道
徳
の
授

業
で
は
、
あ
だ
名
の
方
に
視
点
を
向
け
て

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

授
業
の
後
半
で
、
実
際
に
あ
だ
名
を
言

わ
れ
て
苦
し
む
子
の
映
像
を
見
ま
し
た
。

動
画
に
登
場
す
る
あ
だ
名
を
言
わ
れ
て
い

る
Ａ
く
ん
の
気
持
ち
を
み
ん
な
で
考
え
ま

し
た
。
Ａ
く
ん
は
毎
日
あ
だ
名
で
呼
ば
れ

て
悲
し
ん
で
い
ま
す
。
Ａ
く
ん
の
あ
だ
名

は
、「
お
か
ら
」
で
す
。
自
分
の
名
字
が
、

「
お
か
ら
」
と
い
う
発
音
に
似
て
い
る
こ

と
で
仲
間
か
ら
「
お
か
ら
」
と
言
わ
れ
、

か
ら
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ぼ
く
は
Ａ
君
が
毎
回
言
わ
れ
て
、
悲
し
ん

で
い
る
の
に
、
あ
だ
名
を
平
気
で
使
っ
て

い
る
人
た
ち
は
ひ
ど
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
あ
だ

名
を
言
っ
て
い

る
人
た
ち
は
、

「
Ａ
君
は
、
平

気
な
顔
を
し
て

た
か
ら
、
イ
ヤ

だ
と
思
っ
て
た

な
ん
て
知
ら
な

←

人
の
気
持
ち
を
考
え
て

佐
久
穂
小
学
校
六
年
二
組　

山 
形  
優 
輝

か
っ
た
。」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は

こ
の
と
き
、
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
か
ら

と
言
っ
て
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
、

あ
だ
名
を
言
う
の
は
ダ
メ
だ
な
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
だ
名
に
関
す
る
授
業
は
ま
だ
途

中
の
段
階
で
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
う
少
し
深
く
考
え
て
、

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
真
剣
に

考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
が
思
う
に
、
人
が
気
持
ち
よ
く
生

活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
の
気
持
ち

を
最
優
先
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
人
の

気
持
ち
を
一
番
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ぼ
く
は
、
あ
だ
名
を
言
わ
れ

て
悲
し
み
、
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
た

め
に
次
の
二
つ
の
点
を
心
に
決
め
ま
し
た
。

一
つ
は
ぼ
く
か
ら
決
し
て
人
に
嫌
な
あ
だ

名
を
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ

目
は
相
手
の
行
動
を
一
番
に
考
え
て
行
動

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
明
る

く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た

め
に
自
分
が
児
童
会
長
と
し
て
学
校
を
守

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権
人
権
フフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェ
ススススススススススス
テテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィ
ババババババババババ
ルルルルルルルルルル
バ
ル

　

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐
久久久久久久久久久久
穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂
久
穂
ががががががががががが

iiiiiiiiiinnnnnnnnnnin

開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
まままままままままま
しししししししししし

開
催
さ
れ
ま
し
たたたたたたたたたたた　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
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私
が
、
小
学
生
の
頃
か
ら
同
じ
学
校
の

中
に
「
ゆ
め
ゆ
り
」
と
い
う
教
室
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
は
、
障
害
を
持
つ
人
が
勉

強
す
る
教
室
で
す
。
小
学
生
の
時
は
、「
ゆ

め
ゆ
り
」
の
友
だ
ち
を
あ
ま
り
意
識
し
な

い
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
生

に
な
っ
て
秋
の
人
権
教
育
月
間
の
学
習
で
、

ゆ
め
ゆ
り
の
柳
沢
先
生
か
ら
お
話
を
う
か

が
い
、
色
々
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

柳
沢
先
生
の

お
話
を
う
か
が

っ
て
、「
ゆ
め
ゆ

り
の
友
だ
ち
は

自
分
と
何
か
違

う

の

か

？
」
と
い
う
こ

と
を
考
え
ま
し

た
。
ゆ
め
ゆ
り

に
い
る
友
達
は
、

私
と
は
少
し
違

う
行
動
を
し
ま

す
。
例
え
ば
、

急
に
お
い
か
け

て
き
た
り
、
静

か
な
所
で
も
大

き
な
声
を
出
し

た
り
し
ま
す
。

な
ぜ
、
そ
う
い

う
行
動
を
す
る

の
？
な
ぜ
大
き
い
声
を
出
す

の
？
な
ど
思
う
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ

は
、
そ
の
人
な
り
の
思
い
の
伝

え
方
、
気
持
ち
の
表
し
方
だ
と
い
う
こ
と

を
、
柳
沢
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
で
も
、
教
え
て
も
ら
っ
て
す
ぐ
に
理

解
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
、
私
が
障
害
を
持
っ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
私
は
小
学
校
の
六
年
間
、
障
害

を
持
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
生
活
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学
校
の
三
年
間
も

一
緒
に
生
活
を
し
ま
す
。
で
も
、
今
ま
で

障
害
を
持
っ
て
い
る
人
の
気
持
ち
に
な
っ

て
考
え
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
柳
沢
先
生
や
、

ゆ
め
ゆ
り
の
先
生
方
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
、
自
分
か
ら
学
ん
だ
り
し
て
、
そ
の

人
の
こ
と
を
分
か
ろ
う
と
す
る
人
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
ゆ
め
ゆ
り

の
友
だ
ち
も
、
私
と
は
何
も
違
わ
な
い
同

じ
人
間
だ
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
教
え
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
ま
ず
は
あ
い
さ
つ
を

交
わ
す
な
ど
し
て
、
仲
良
く
な
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

も
う
一
つ
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、「
ゆ
め
ゆ
り
」
の
友
だ
ち
と
の

関
わ
り
の
中
で
、
私
達
か
ら
色
々
と
与
え

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
ゆ
め
ゆ
り
の
人

達
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
も
の
を
与
え
て
も

ら
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
例

え
ば
、
一
時
間
目
に
、
ゆ
め
ゆ
り
の
み
な

さ
ん
は
、
職
員

室
に
あ
い
さ
つ

を
し
に
い
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

あ
る
先
生
は
、

毎
日
そ
れ
が
楽

し
み
で
、
元
気

を
も
ら
っ
て
い

る
水
澤
心
吾
さ
ん
を
お
招
き
し
、
物
語
の
背
景

を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
に
始
ま
り
、
一
人

芝
居
を
上
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

世
界
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
日
本
の
シ
ン
ド
ラ

ー
と
呼
ば
れ
、
全
世
界
の
人
達
か
ら
尊
敬
の
念

を
む
け
ら
れ
て
い
る
、
岐
阜
県
出
身
の
外
交
官

の
物
語
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

第
二
次
大
戦
の
さ
な
か
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
日

本
領
事
代
理
を
し
て
い
た
杉
原
の
も
と
に
、
ナ

チ
ス
の
迫
害
の
魔
の
手
を
振
り
切
っ
て
き
た
ユ

ダ
ヤ
の
人
達
が
押
し
寄
せ
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
の

逃
げ
場
は
一
つ
、
し
か
し
、
こ
こ
に
行
く
た
め

に
は
ソ
連
、
日
本
を
通
過
す
る
以
外
に
道
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
、
日
本
と
ド
イ
ツ
は
同
盟
関
係
。
ユ
ダ

ヤ
人
を
助
け
れ
ば
ド
イ
ツ
に
対
す
る
裏
切
り
行

為
に
な
り
、
家
族
さ
え
も
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
中
、
外
務
省
の
承
諾
も
得
ら
れ

な
い
ま
ま
、
彼
一
人
の
英
断
で
ビ
ザ
を

発
給
し
、
約
六
千
人
も
の
尊
い
命
を
救

い
ま
す
。

　

も
し
自
分
が
同
じ
立
場
に
立
た
さ
れ

た
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
、

切
迫
し
た
状
況
で
、
自
己
犠
牲
と
も
い

え
る
決
断
が
果
た
し
て
出
来
る
だ
ろ
う

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
考
え
さ
せ
ら

れ
、
ま
た
、
同
じ
日
本
人
と
し
て
世
界

に
誇
れ
る
人
間
像
が
克
明
に
描
写
さ
れ

た
、
大
変
有
意
義
な
公
演
で
、
会
場
全

体
が
圧
倒
さ
れ
る
雰
囲
気
の
中
終
演
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

人
権
に
つ
き
ま
し
て
お
考
え
頂
け
た
良

い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
参

加
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
同
じ
人
間
で
す

佐
久
穂
中
学
校
七
年
一
組　

植 
田  
春 
香

る
そ
う
で
す
。
私
は
生
徒
会
の
福
祉
委
員

を
務
め
て
い
ま
す
が
、
福
祉
委
員
会
の
活

動
で
、
ゆ
め
ゆ
り
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

お
昼
休
み
に
お
菓
子
の
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
時
、
ゆ
め
ゆ
り
の
友
だ
ち
が
、

一
生
懸
命
に
計
算
し
て
お
つ
り
を
渡
し
て

い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
な
ん
だ
か
私
も

や
る
気
が
出
て
く
る
の
で
す
。
先
生
の
お

話
を
聞
い
て
こ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
気
づ
か
な
か
っ
た
だ
け
で
、
わ

た
し
た
ち
も
た
く
さ
ん
の
も
の
を
与
え
て

も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
ゆ
め
ゆ
り
の
先
生
の
お
話
を
う
か

が
っ
て
、
大
き
く
二
つ
の
事
を
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
ゆ
め
ゆ
り
の
人
は
私
と
何

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
ゆ
め
ゆ

り
の
人
に
は
、
わ
た
し
た
ち
が
与
え
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
与
え
て
も
ら
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

「
あ
の
人
は
、
自
分
と
は
違
う
。」
と
い
う

目
で
見
た
り
、
特
別
な
に
か
を
し
て
あ
げ

た
り
は
し
な
い
で
、
ふ
つ
う
の
友
達
み
た

い
に
接
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
環
境
に
い
て
、
常
に
学
ん
で

い
け
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
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